
令和８年４月６日 

学年初めの生活指導
生徒指導主事 

１ 正しい服装と挨拶 

⑴ 標準服････････････○ 上着は気候・気温をみて判断を。強制はしていない。

○ 中に着る服は白の襟付き（開襟シャツ・ブラウス・ポロシャツな

ど。）か、ワンポイント程度の白を基調とするＴシャツ。

○ 靴下の色は自由。

○ 式の時は、白襟付き・白靴下を着用すること。

○ ベスト等を中に着てもよい。校内では標準服かベストを着て過ご

す。

⑵ 名札･･････････････○ 上着・ブラウスなどの見える場所に名札を付ける。

⑶ かばん････････････○ 始業式・終業式以外はセーフティーランド又はランドセルで登校

するのを基本とする。 

⑷ 上履き････････････○ 靴を履くときはかかとを踏まない。

⑸ 靴････････････････○ 運動靴。運動しやすいもの。色は自由。

⑹ 帽子･･････････････○ 黄色の帽子着用。

○ 帽子が着用できるようなヘアスタイルを。髪の毛はゴムで結ぶ。

〇 熱中症対策のため、４～10月に外で活動する場合は、帽子着用。 

⑺ 体操服････････････○ 白の半袖シャツ、紺のハーフパンツ、赤白帽子を着用する。

○ 袖口から下に着ている服やタイツは見えないようにする。

○ 長袖の体操服やトレーナーも着用可。フード付きはやめるように

する。

〇 冬季には、体操服の上にジャージも着用可。（放課後に部活動が

あっても朝からジャージを着て過ごさない。） 

〇 長ズボンの体操服・ジャージは、登下校や教室で着用可。（スカ

ートの下には履かないようにする。） 

○ 長ズボンの場合は、標準服を着るか白ポロシャツを着るかどちら

かにする。

⑻ 防寒着････････････○ 冬季には、登下校時に防寒着等が着用可。（できるだけ、標準服

の上着で体温調節をし、原則教室では防寒着を着用しない。） 

⑼ あいさつ･･････････○ 誰にでも大きな声で元気のよい挨拶ができるように。

○ まずは教師から出会った児童全てに挨拶する。

○ 会釈ができるように指導する。

⑽ 頭髪･･････････････○ 清潔で自然な髪型を基本とする。

○ 長さについては、前髪が目にかからない程度とする。

○ 肩よりも髪が長い場合は、ゴム等でくくる。

２ 身の回りの整理整とん 

⑴ 靴

○ 奥に入れないで、手前にそろえる。

○ 靴、上履きとも氏名をはっきり書く。

⑵ 傘

○ 傘立てへの傘の入れ方（ひもを止める、整頓して入れる）を指導する。

○ 雨があがったときには、必ず持って帰るよう指導する。

⑶ ロッカー

○ 絵の具や習字道具は、整頓して入れる。（各学級で統一）

⑷ 机の横

○ なるべく物をかけない。（絵の具道具や習字セット等）

⑸ トイレのサンダル

○ きちんと脱いで、そろえる。

⑹ 筆箱

○ 授業中に支障が出るようであれば、家庭に連絡して変更するようにお願いする。

岩城小



⑺ 鞄

○ 物に引っ掛からないように、キーホルダーは５㎝以内のものを１個にする。

３ 黙動・静動の徹底 

⑴ 朝会や児童集会の集合、退場

○ 教室から出る時や集合しているとき、教室に帰るときも黙って行動する。

○ 体育館への移動は、並んで静かに入場する。

⑵ 清掃のとき

○ 開始のチャイムから終了のチャイムまで必要なこと以外話さない。

⑶ 特別教室への移動

○ 並んで静かに移動する。

○ 徹底できるまでは、教師がついて指導する。

⑷ 給食のとき

○ 運搬するときにはきちんと並び、教師が先導する。

○ 配膳室では、挨拶をしてから取り出す。

⑸ 放送があるとき

○ 放送が終わるまで黙って聞く。（臨時放送や給食時の放送）

４ 休み時間の過ごし方 

⑴ ２校時終了後の業間や昼休み

○ 教師はときどき校内を見回って、子どもの様子を把握する。

○ 遊び場所は運動場のみ。駐車場、体育倉庫裏、校舎裏で遊んではいけない。学級園前の

通路や体育館前などのコンクリートの部分は、鬼ごっこなどの激しい運動をしない。ドッ

ジボールは、体育館横の岩や玄関の近くで行わないようにする。

⑵ 10分間の休み時間の過ごし方

○ 基本的には後片付け、次時の準備、トイレ、教室移動の時間に当てる。

○ 休息の時間として運動場で遊んでもよいが、上記のことを済ませた上で行う。

○ 終了のチャイムで口を閉じて素早く行動する。（高学年は２分前行動を心掛ける。）

⑶ 教室や廊下での過ごし方

○ 教室や廊下、階段で叫んだり走り回ったりしない。

○ 遊ぶ子がいたら必ず注意し、外で遊ばせる。

５ 安全な登下校 

⑴ 班長指導

○ 集団登校について地区児童会や集団下校などで指導する。問題がある場合は、すぐに担

任や地区担当の教員に知らせ、個別に指導する。

○ 集団登校の意義を十分理解させる。

⑵ 下校指導

○ 決まった道を帰る。（一人で帰るときは、より安全な道を通って帰る）

○ 勝手に人の家や庭に入らない。（特に低学年に指導）

  〇 １・２年生は一緒に下校をする。３年生は１・２年生と下校する時のみ一緒に下校する。 

学年下校の際は、一人にならないように帰る。水曜日は集団下校。 

⑶ バス通児童への指導

○ 乗車中は静かに座り、迷惑を掛けない。

○ バスを待つ間の過ごし方に気を付ける。

○ バスが停車してから、素早く下車する。

○ 乗り降りの時は、しっかり挨拶する。（「お願いします。」「ありがとうございました。」） 

⑷ 登校指導

  〇 日直の先生は、７：25には学校前の横断歩道に立ち、登校指導を行う。原則毎月14日か

ら17日までの３日間は担当場所の登校指導を行う。学期始めは、初日から３日間行う。 



６ 安全で人に迷惑を掛けない校外生活 

⑴ 自転車の利用

○ 必ずヘルメットを着用し、あごひもを締める。

○ 学校に用があって（部活動など）来るときは自転車を使っても良い。自転車はきちんと

並べて置くように指導。原則、運動場・スロープでは乗らない。もし、練習をする場合は

学校の誰かに一声掛ける。帰る時は、門を出てから乗る。

⑵ 地域、校区外での行動

○ 原則として子どもだけで島外へは行かない。

○ 用がないのに、店に行かない。

○ 池、海岸では、子どもたちだけで遊ばない。

○ 危険な遊び（火遊び、エアガンを使った遊び）はしない。

○ 友達同士でお金の貸し借りは絶対にしない。

○ 授業や部活動中は、学校にお菓子を持ち込まない。

○ 自宅に帰る時刻は、第１学期始業式～８月は18時、９月～春休みは17時。

７ 運動場及び遊具等の使い方 

○ 雨天時運動場が使用できない時は、体育主任が西玄関前に合図の印(コーン)を出す。

※ 昼の放送で、体育館と多目的室の使用学年を知らせる。

○ 使った道具は、元の位置に戻す。特に、一輪車、ボール。

○ スロープ横の土手では遊ばない。

○ スロープで遊ばない。（一輪車も）

○ 物を壊してしまった場合や壊れているまたはいつもと違う状態を見つけたときは、必ず先

生に報告する。運動場のポイントは抜かない。

８ 職員室への出入り方の仕方・注意事項 

※ 荷物は職員室前にきれいに並べておき、帽子は脱いで入る。

① 失礼します。

② ○年の□□□です。

③ 用事を伝える。

例 ・ ○○先生に用があってきました。

・ ○○を買いに来ました。

・ ○○をしに来ました。 … 放送をしに来ました。

○○教室の鍵を取りに来ました。

・ コピーをしてもらいに来ました。

④ 職員室内の先生の「どうぞ」を聞いてから、中に入る。

（用事が終わったら） 

⑤ 職員室内の方を向いて、「失礼しました。」とはっきり言ってから出る。

※ 職員室内の先生は、必ず、受け答えをしっかり行う。

※ 態度と言葉遣いがよくないときは、正しいやり方を教えやり直しさせる。

９ 学級配布物（学級保管） 

○ 長縄

○ ドッジボール

○ サッカーボール

〇 ソフトバレーボール（蹴ると壊れるので、蹴らないように）

10 タブレット端末の使い方 

○ 学校で貸し出すChromebookは、学習活動のために使う。

○ ７時55分から使用する。閲覧サイトや使用用途をあらかじめ決めておき、目的や見通しを

持って使用する。

○ 雨の日は、教室に担任がいる場合は、タイピング練習に取り組んでも良い。EILSの計算な

どは、担任から許可をもらった場合は使用しても良い。

○ Chromebookは両手で持つなど大切に扱うようにする。



○ 健康のため、姿勢や画面との距離を考慮して使うようにする。

※ その他、「岩城小学校のChromebookの使用に関しての共通理解」を参照。

指 導 の 心 構 え 

① 正しいやり方を教え、やらせてみる。できたらほめる。

② 教師の目で確かめ、習慣化するまで根気強く指導する。

③ 気付いたとき、他の学年の子でもその場で直させる。

④ 学級活動で意識化させ、具体的な活動を考えさせる。

⑤ 徹底させるためには、教師が意識を統一して粘り強く指導に当たることが大切

です。初めが肝心です。 



敬 愛 

自 主 

協 調 

○ 人を敬い、礼儀を正す生徒

○ 自ら考え、実行する生徒

○ 人格を尊重し、協力し合う生徒

令和８年度 生徒心得 

上島町立岩城中学校 

岩城中学校生徒として 

Ⅰ 登下校について（交通ルールを守って安全に） 

１ 自転車通学・運転について 

ア 自転車通学を希望する生徒（許可願を提出）に許可を与える。

イ 土・日曜日、休日に部活動や用事等で学校に来る時も認める。

ウ 自転車乗車規則を必ず守る。※守らない生徒には、自転車通学・運転の許可を取り消すことがある。 

エ 自転車は、飾りの少ない実用車とする。ドロップハンドル、サイドかごは禁止する。また、

荷台と直立スタンドの付いているものを使用する。

オ 自転車点検に合格した者に限って、

許可証＜自転車通学生用（オレンジ）、徒歩通学生用（黄）＞を貼り、利用を認める。

カ 自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶり、あごひもをきちんとする。

キ 東門で降り、運動場は押して移動する。（駐輪場に整理整頓）

ク 早朝及び日没以降は、蛍光タスキをかける。

２ 徒歩通学について 

ア 登校時は、正門・西門・東門より登校する。

イ 道路は右側を歩き、白線のある所では、その内側を歩く。白線のない所や狭い所では１列で歩く。

ウ 早朝及び日没以降は、蛍光タスキをかける。

Ⅱ 服装・身なりについて（華美でなく、清潔でさっぱりしたものを身につける） 

１ 標準服（制服） 

ア 男子…冬（学生服）・夏（半袖開襟シャツ、半袖カッターシャツ）

※  体型によってはワンタックまでは可。 

女子…冬（セーラー服）・夏（半袖ブラウス）

スカートは、膝が隠れる程度の長さとする。（腰の所を折って意図的に短くしない）

※ 冬服時にはリボン（後ろで結ばない）を付ける。

イ 男子のボタン・裏ボタンや襟カラ－は、標準のものにする。

ウ 標準服の下に着るものは次に示す。

男子…カッターシャツやトレーナー（華美（赤や黄色など）にならない）等を着用する。

（外へ見えない着こなしをする）

女子…華美でない服を着用する。（襟・袖から着ているものが見えないように努力する）

エ 制服には名札を付けること。安全ピンは銀か黒。

２ 体育時 

ア 規定の体操服を着用する。（きちんと名前を書く）

イ 厳寒期は、夏の体操服の上に岩城中ジャージを着用してもよい。

ウ 駅伝大会に向けた練習を行う際は、体育科教員が許可した期間においてランニングシューズを

履いても良い。（華美でないものが望ましい）

３ 給食時 

ア 給食時は、全員、エプロン、マスク、三角巾（帽子）を着用する。

イ 衛生面に気を付けて、エプロン等を保管しておく。（定期的に洗濯）

校訓 めざす生徒

像



４ 部活時 

ア 体操服や白のＴ・長袖シャツ（ワンポイント可）、部で揃えたジャージ・ハーフパンツ・ユ

ニフォームを着用する。

イ 厳寒期は、岩城中ジャージや防寒具を着用してもよい。

５ その他 

ア 厳寒期は、標準服の上に防寒具を着て登下校してもよい。登下校時は下駄箱から教室まで着

用しても構わない。ただし、職員室入出時に防寒具は着用しない。

イ 悪天候、部活動の早朝練習を行う場合は、岩城中ジャージで登下校してもよい。

ウ 日曜日、休日等に部活動以外で学校に来る時は、標準服か岩城中ジャージを着用する。

エ 自転車乗車時はヘルメットを着用する。

オ 島外 (因島・今治 )に出かける場合は、中学生らしい身なりをし、早めに帰宅する。 (終便は控える)

６ ソックス 

ア 白・黒・紺のものを着用する。汚れが目立たないようにするための足裏が黒いソックスも着

用してもかまわない。

イ ハイソックス、くるぶしが隠れないソックスは認めない。

ウ ワンポイント、ロゴマークは可とし、色は白・黒・紺とする。

※ 式典や行事等では白で統一するよう指示することもある。

７ ベルト 

ア 黒・茶・紺系統で、極端に幅の狭いものや広いものを使用しない。

８ 靴 

ア 白色のものを使用する。

イ 運動ができやすいシューズを使用する。

ウ かかとを踏まない。

10 カバン 

ア 学校規定の通学用カバン、セカンドバッグ（お守り・ライト・キーホルダー１つのみ可）を

使用する。

イ 部活動の用具を運ぶため、さらにバッグが必要な場合は、各部で指定のものを使用する。

11 頭髪・その他 

ア 中学生らしい、人に不快感を与えない髪型とし、男女ともに清潔に保つ。

ツーブロックや刈り上げ、アシンメトリー（左右非対称）は認めない。

イ 男子は耳が隠れないようにさっぱりした髪型にする。

ウ 女子は髪が肩にかかる場合はくくる（耳の最上部よりも下の高さで結ぶ）。前髪は目にかからな

いようにする。

エ 女子のゴムやピン止めは、黒、茶、紺にする。前髪をとめるピンの使用は１つのみ。

バレッタは、黒にする。

オ まゆを細めたり、整髪料を使用したりしない。

Ⅲ 校内美化・整頓について（持ち物に記名） 

１ 靴の脱ぎ方 

ア 靴箱の上段中央に、上履き（体育館シューズ）をそろえて入れる。

イ 靴箱の下段中央に、下履きをそろえて入れる。

２ ロッカーの整頓 

ア 肩掛けカバンは、肩バンドを中に入れる。

イ 学習道具や授業で長期使用しないものは、持って帰る。

３ 傘の整頓 

ア 各自が責任をもって、傘入れに整とんして入れる。

イ 使用後の傘は、巻いて止める。（置きっぱなしにしない）

ウ 緊急に傘が必要な場合は、学校用の傘を貸し出しする。（保健体育委員会管理）

４ 器物破損（ガラス等） 

ア 危険のないように後片付けをし、破損届けを提出する。



令和８年度 生徒指導における共通理解 

上島町立弓削小学校 

１ 服装（標準服） 

  本校では標準服を着用している。なお、冬服及び夏服への移行期間は設けていないため、天候や

児童の体調を考えて各家庭の判断で調整している。ただし、落ち着いて学習する雰囲気をつくった

り、時と場に応じた服装をするという生活習慣を育てたりする目的で、原則として授業中は紺色の

上着（夏季を除く）、半ズボン、スカートで過ごすようにさせている。 

○ 上着の下に着るものなど

・ 白の開襟シャツ・ブラウス・ポロシャツ（カミジマンポロシャツ白も可）等を着用する。ワ

ンポイント程度の模様は構わないが、派手で大きな模様のものや白以外の色物は好ましくない。 

・ 気温や体調に応じて、セーターやカーディガン等の着用を認める。ただし、登下校はセータ

ーやカーディガンの上には必ず上着を着用するようにさせる。（色は白・黒・紺・グレーをベ

ースにしたもので、上着からはみ出さないようにする。） 

・ 靴下の色は自由。ただし、式典時は白い靴下を履かせる。

○ 体操服

・ 男女共、白の襟付き半袖・紺色のハーフパンツを着用する。

・ 原則として学校指定のものを着用する。

・ ６年生のみ、弓削中学校で着用のハーフパンツでも構わない（買い換えを控えて）。

・ 靴・靴下の色は自由とする。

・ 給食着の下に体操服は着ないように指導し、４時間目の後は着替える。

・ クラブ活動の後は着替えてから下校をさせる。

・ 原則、忘れた場合の貸出しは行わない。授業は見学とする。標準服を着ての体育は行わない。 

※ 冬の体操服については、保護者用の配布プリントを参考に。

○ 防寒着

・ 安全面を考慮し、児童の膝の丈を超えるロングコートや厚手のジャケット着用は控えさせる。

マフラーやネックウォーマー等の着用は認めるが、耳が出るように指導する。

・ 冬季の寒い時や体調不良時は冬の体操ズボンや市販のジャージ等を履いて登下校してもよい。 

・ 防寒着やジャージの色は派手にならないよう指導する。

・ ズボン・スカートの下にタイツを着用してもよい。

・ 体調などの理由で、校内で冬の体操ズボンを履いて過ごしてもよい。

・ 休み時間に外で遊ぶ場合、上着と手袋を着用してもよい（ネックウォーマーは除く）。

○ 課外活動時（運動部）の服装について

・ 原則は体操服、帽子を着用させる。また、白のＴシャツ（ワンポイントまで）も可。

○ 登下校時には黄色の帽子をきちんと着用する。



○ 児童用の上着掛けを各学年教室に置いているので、ハンガーを持参させて掛けるようにさせる。 

○ 外活動時の帽子着用については、生徒指導・体育主任・養護教諭・管理職で相談して着用期間

を設ける。 

２ 自転車 

  保護者の責任の下で乗らせる。ただし、低学年は保護者の監督の下に乗せるよう呼び掛けている。

また、安全のためヘルメットの着用を指導する。 

３ 遊びについて 

○ ワークコートは上履きで遊ぶ。緊急時は運動靴でも可。竹馬と一輪車とホッピングは、どの学

年でも自由に使ってよい。長縄跳びは学級用の物を使う。長縄跳びをする場合は、一輪車や竹馬

などをする人の邪魔にならないように行う。片付けをきちんとする。ボール遊びや走り回る遊び

をしない（運動場での外遊びを奨励する）。雨天時の利用については、体育主任からの文書参照。 

○ マルチパーパスでは、ボール遊びや走り回る遊びをしない。物を投げない。

○ 運動場で鬼ごっこをする場合、ブランコ周りの柵の中、テント倉庫裏には入らない。また、サ

ッカーゴールの周りでは行わない。 

○ 各学級に、長縄跳び２本、サッカーボール１個、ドッジボール１個、ドッチビーを配付。それ

を使って遊ぶ。 

※ 遊び道具を使うために、子どもだけで体育倉庫を開けさせない。

〇 木登り公園には児童だけで遊びに行かない。教員や支援員などが一人以上ついていく。 

４ 下校時刻 

○ 原則として午後４時 20分までには下校させる。都合で遅くなる場合は保護者に連絡し、安全に

下校できるようにする。 

○ 高学年は部活動で遅くなる場合が多い。児童が安全に下校できるよう配慮する。

○ できるだけ児童一人での下校にならないようにする。

５ エアコンの使用について（ガイドライン参照） 

○ エアコンのスイッチは児童に触らせない。

○ 夏場は、６月初旬～９月 30 日の期間に室温 28℃以上の暑さが継続すると見込まれるときに冷

房を使用する。 

冬場は、12月１日～３月 31日の期間に室温 20℃以下の寒さが継続すると見込まれるときに暖

房を使用する。 

○ 冬場は、加湿器を以下の場合に使用する。

・ 暖房を使用するとき

・ 湿度 50％以下のとき

６ その他 

○ 髪型は極度に華美にならないよう指導する。また、健康や安全面からピンで留めたりゴムでく

くったりするよう指導する。 

○ バス下校の児童は１Ｆマルチパーパスで学習や読書をしながら静かに待ち、早め（10 分前）



に正門近くで待つように指導する（待ち方について学級で事前指導）。 

○ 登下校時は防犯ブザーを携帯する。

〇 廊下・階段は右側通行。一段とばしや後ろ向き歩きをしない。 

〇 南校舎東側階段の登降は制限を設けないが、移動のマナーについて事前指導する。 

○ 靴箱に入れるものは、外靴と上履きのみとする。

○ 無人の教室・特別教室は必ず施錠する。開けっ放しにしない。

○ 職員室前を移動する際のマナー、入り方の作法を徹底する。

７ 教室のガラスの目隠しについて 

〇 児童が更衣に使う部屋については、廊下側の透明なガラスにマジックテープでカーテンを付け

られるようにしている。 

〇 更衣時以外は、カーテンを付けない。教室の中が見えるようにする。 

・ 密室を作らない。

・ 着替え後に体育の授業に行く場合も、最後の人がカーテンを外すようにする。



学校生活について 

１ 登校・下校について 

(1) 自転車通学について

ア 許可範囲・・・全校生徒（許可制）※自転車保険に加入していることが許可の条件です。

イ 自転車通学の注意事項

○ 道路交通法を守り、安全に登下校する。左側を一列で通行しましょう。

（並進・無灯火・二人乗り・一時停止義務違反等をやめましょう。）

○ 自転車は、できるだけかざりの少ない実用的で整備された自転車にしましょう。

※ ドロップハンドルは禁止。また、荷台とスタンド（２本足スタンド）、鍵、ライトの

付いているもので通学しましょう。

○ かばんは荷台にひもでくくり付けます。（背負ったり、手に持ったりしません。）

○ 自転車には、学校指定のステッカーを貼りましょう。（入学後配付）

○ 登下校時の下り坂では、スピードに注意をして通学しましょう。

(2) 徒歩通学について

ア 登下校中は寄り道をしないようにしましょう。他人の敷地や駐車場を勝手に通らないよ

うにしましょう。

イ 道路交通法を守り、他の通行人の妨げにならないよう安全に登下校しましょう。

ウ 蛍光タスキは、暗くなる前に着用しましょう。

(3) バス通学について

ア 道路交通法を守り、安全に登下校しましょう。

イ 自転車は、港の自転車置き場に整理・整頓し、必ず施錠して置きましょう。

【立石港】 

【生名港】 

ウ 降車時に、必ずバス乗車券（学校で配付）を運転手さんに渡しましょう。

(スクールバス使用時は、バス乗車券は不要です。)

エ バス通学生は、バス利用のマナーを守り、他の人に迷惑を掛けないようにしましょう。

オ 座席は奥から座り、荷物は膝上か足下に置きましょう。（可能な限り、間隔を空けて座

る。） 

カ バスが停車するまでは着席し、安全を確認してバスを降りるようにしましょう。

キ 必ず決められた場所で、乗車するようにしましょう。

（立石港 生名支所 生名港 佐島あずまや付近 学校正門前） 

(4) 完全下校時刻について

期間 
４月～新

人戦 

新人戦終了 

～10 月 

11 月 

～12 月 

12 月 

～１月末ま

で 

２月～学年

末テスト終

了まで 

３月 

時間 18：15 17：55 17:30 17：15 17：30 17：55 

● ヘルメットを着用します。（あごひもを適切な長さに調節し、確実に止める。） 

※ ヘルメットは、上島町から支給されます。（小学校の時に使用していた物で

も構いません。）

● 暗くなる前からライトを点灯し、蛍光タスキを着用します。

（一年生には入学後、配付予定です。）

● 横断歩道では自転車から降りて、左右の安全を確かめ、押して渡ります。

弓削中



２ 服装について 
(1) 指定の制服を正しく着用しましょう。

ア 【夏服】

・ ポロシャツは、左胸にポケットのあるものを着用し、そこに名札を着けましょう。

・ ポロシャツは、ズボン・スカートの中に必ず入れましょう。

・ 下着は、必ず着用しましょう。

（無地で色は白・オフホワイト・ベージュ。メーカー名等のワンポイントは可） 

【ズボン着用の生徒】 

・ 必ずベルトをしましょう。ベルトは一色一枚（黒、紺、茶など）で模様がなく、腰を

一周するものにしましょう。 

【スカート着用の生徒】 

・ スカート丈は、直立して膝頭が隠れるように着用しましょう。（スカートは折らない）

イ 【冬服】

・ セーター（ベスト）などを制服の下に着用する場合は、黒色や紺色、茶色やグレーの

一色物で、そでやすそから見えないようにしましょう。 

(2) 学校生活での服装

ア 学校内では、制服か体操服で活動しましょう。

イ 靴下は白、黒、紺色のいずれか一色で、くるぶしが保護されるものにしましょう。メ

ーカー名等のワンポイント（黒、白、紺、グレー）は可ですが、ラインが入っているも

のは避けましょう。 

ウ スカート着用の生徒は、防寒のためのタイツ（無地で色は黒、紺又はペールオレンジ

ジ。同色の靴下も可。ペールオレンジの場合、靴下は白）等を着用しても構いません。 

エ スカート着用の場合はハイソックス（黒、紺、又は白）を着用しても構いません。

オ 通学用の靴は白一色の運動靴を履きます。（体育の授業でも使用します。）

※底の平らなスニーカータイプは不可としています。

カ 厳寒時の登下校で使用するウインドブレーカーや手袋、ネックウォーマーなどは華美

でないものにしましょう。（反射材の付いたものを強く推奨します。）  

キ 危険防止のため、自転車通学時はマフラーを使用しないようにしましょう。

ク 体育の授業では、基本的に体操服を着用します。

ケ 部活動での服装は、各部で認められた物を使用しましょう。

（必要な服や用具は、顧問の指示を受けてから購入するようにしましょう。） 

コ 給食時は、エプロン・三角巾・マスクを着用します。

サ 清掃時は上着を脱いだり、体操ズボンに履き替えたりと活動に応じた服装に着替える

生徒もいます。 

３ 頭髪について 
ア 髪型は端正かつ自然で健康的であり、他に迷惑を及ぼさないものにしましょう。

（変則的な髪形は避け、パーマや染色・脱色・ピアスなどはやめましょう。） 

イ 前髪はまっすぐ下ろして目にかからない、横髪・後髪は肩や襟にかからないようにしまし

ょう。 

ウ 眉毛は剃らない。手を加えない。

エ 肩にかかる髪は、耳より下でくくりましょう。頭の横や頭の上でくくらない。

オ 髪をとめるゴムやピンの色は黒色、紺色、茶色など制服に準ずる色のものにしましょう。

カ 編み込み、ねじって留めるなど、必要以上の髪留めや装飾はやめましょう。



生名小学校学校のくらし 

４月 生徒指導主事 
１ 服装 

  原則として標準服（上下とも紺色、中は白の襟付き半袖シャツ、ポロシャツでも可）を着用する。 
※ 気温や天候、体調によって、体操服の長袖シャツや長ズボン、タイツ等を着用してもよい。（防
寒着、帽子などの防寒具は着用可ただし耳当ては不可）ただし、タイツは黒のワンポイントのもの
とし、足首が見えないようにする。また、衣替えの時期は、その年の気温や天候、体調を考え自分
で決定する。

・ 手袋は、校舎内では付けない。休み時間のみ、外で付けてもかまわない。
名札を必ず付ける。

・ 髪留めのゴムやヘアピンは飾りのないものにし、色は黒、紺、茶色のものにする。
女子のスカートの下は夏用の体操ズボンでも構わないが、見えないようにする。

２ 登下校 
通学班長の適切な指示に従い、道路の右側を一列で歩いて集団登校する。 

□ 雨天時は運動場に入らず、正門から入る。
午前７時３０分～４０分までに学校に入る。
元気な声で挨拶をする。 先生、友達、地域の人に
下校はグループ下校や集団下校で帰宅する。できるだけ一人では帰らない。

・ 学校に置き傘を各自置いておく。置き傘も忘れている場合は、学校用の傘を使う。
・ 児童が欠席するときには親の責任で電話等により、欠席理由を学校に知らせる。通学班長にも連絡
しておく。

３ 学習 
  チャイムの合図で学習に取りかかる。授業が終わったら、休憩の間に、次の授業の準備をしておく。 
  学習に必要でない物は持ってこない。不要なお金は持ってこない。 

・ 筆箱には鉛筆５～６本、赤鉛筆、消しゴム、ものさし、（油性ペン）を入れる。シャープペンシル
や不要なペン類（蛍光ペン）は使わない。高学年は赤ボールペンの使用可。
  体育の時間には体操服で活動し、終了後には着替える。ただし、課外活動がある場合は着替えなく
てよい。 
  特別教室使用後は、使用前の状態に戻し、施錠する。 
  職員室へ出入りするときは、挨拶をしてからきちんと用件を言う。（帽子を脱ぎ、荷物を置く。） 
「失礼します。」（止まって）→「○年の△△です。□□先生に用事があってきました。」 

～の鍵を貸してください。」 
出るときには一礼して「失礼しました。」 

４ 校内生活 
・ 先生や上級生への話し方に注意をする。先生に自分のことを「オレ」とは言わない。

先生の許可なく校外に出ない。（忘れ物は原則として取りに帰らない。）
児童が早退するときには、校長、教頭に相談してから、保護者に連絡する。担任は児童の帰宅を確

認する。 
  天気のよい日は、基本運動場へ出て遊ぶ（裁量）。雨天時には、校舎内で安全な遊びをする。昼休
みには体育館で遊んでもよいが、バドミントンはしない。ボールは人が多い場合には使わない。判断
が付きにくい場合には玄関のカードを確認する。また、多目的ホールでの遊び（投げる・走る）は原
則禁止。  
  体育倉庫のボールを使ってもよいが、出した人が責任を持って片付ける。また、ボールは運動場の
定められた場所で使用し、遊具付近や中庭では使用しない。 

・ ベランダ・非常階段・３階児童会室横広場へは勝手に出ない。
・ 他教室へは、先生の許可を得て入る。（特別教室を遊び場所にしない。）

廊下・階段は、右側を歩行する。授業中に移動するときには私語をしない。
・ 体育館では、用のないときにステージや２階に上がってはいけない。
・ 不要な時には電気を消す。
・ 机の横には不要なものを掛けない。
・ タブレット端末は大切に扱う。投げたり、落としたりしない。
・ タブレット端末に関わるパスワード類は人には教えない。



５ 給食 
  はじめと終わりの挨拶をし、マナーを守って食べる。 
  放送中は静かに聞く。 
  給食後の歯磨きは所定の場所で行う。 

６ 清掃 
  音楽の合図で、素早く掃除に取りかかる。放送で合図のあるまでは掃除をする。 
  黙って自分の担当場所を最後まで掃除する。 
用具は丁寧に扱い、定位置に整頓してしまう。 

７ 放課後及び休日 
  遊びに使った用具は、元の場所に整頓して返す。 
集団下校のときは、各自の家の近くで解散する。 
学校では飲食はしない。 

８ 校外 
・ 島外へ出るときは、保護者と一緒に行く。（子どもだけで生名橋、岩城橋を渡ってはいけない。） 
・ 自転車に乗るときは、ヘルメットを必ずかぶる。
・ １・２年生は保護者の監督の下乗る。３年生も交通安全教室が終わるまでは同様。
・ 日没後、自転車に乗るときは、ライトをつける。
・ 港務所では騒がない。駐車場では遊ばない。また、４分団のグラウンド横ではボールを使って遊ば
ない。
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